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1.業務概 要

1.1.調査概要

本報告書は、 「令和 4年度 教総委第 20号 神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務

委託」の地質調査結果をまとめたものである。

本調査は、滋賀県長浜市神照町 神照小学校敷地内において、標準貢入試験を併用したボ

ーリング調査、およびスクリューウェイ ト貫入試験を実施し、計画建造物に対する基礎構造

設計および施工に必要な地盤情報を得ることを目的とした。

以下、調査の概要を記す。

(1)調査件名 令和 4年度 教総委第 20号

神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託

(2)調査場所 滋賀県長浜市神照町 (図 1.2.1)

(3)調査内容 1)機械ボー リンク

(φ 66凛lm)

2)原位置試験

標準貢入試験

3)ス クリューウェイ ト貫入試験

1箇所 (20m)

20回

17ポイン ト

(延べ 20.30m)

(4)現場調査

(現場作業)

(5)発 注 者

(6)調査担当

令和 4年 8月 17日

令和 4年 8月 27日

自)

至 )

株式会社 豊建築設計事務所

近江地業サービス

目霊言舌0749-42-2557  FAX 0749-42-2557

株式会社 滋賀ノイルコンサルタン ト

目霊詞舌077-510-1107  FAX 077-510-1117
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項 目
ボー ジング調査

No.1
合  計

ボ
|

ジ
ン

グ

m

φ

66

mm

シル ト・粘土 8.80 8.80

砂・砂質土 2,90 2.90

操混じり上砂 8.30 8.30

玉石混 じり土砂 0.00 0.00

△
口 計 20,00 20,00

原

位

置

試

験

標準

貫入

試験

(回 )

シル ト・粘土 8 8

砂・砂質土 3 3

礫混 じり土砂 9 9

玉石混 じり土砂 0 0

人
口 計 20 20

仮

設

平坦地足場 1 1

クロー ラ運搬 (m) 30 30

表 1.1.1調査内容数量

表 1,1.2ス クリューウェイ ト貫入試験教量

合計 :15.16m

表 1.1.3ス クリューウェイ ト貫入試験数量 (追加分 )

SS:15 SS:16 SSi17

深度 0.26 0.29 4.59

SS:1 SS:2 SS:3 SS:4 SS:5 SSi6 SS:7

深度 0.34 0.37 3.85 0。 3 2,78 0.25 2,39

SS:8 SS:9 SS:10 SS:11 SS:12 SS:13 SS:14

深度 3.29 0。 19 0,31 0.37 0.18 0.26 0.28

合計 :20,30m
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1。 2.案内図
本業務の案内図を図 1.2.1に示す。

※地理院タイル (国土地理院)を利用 して作成

0

縮尺:1/25,000

0:業 務場所

図 1.2.1案内図

500m 1000m
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2.調査方法

2.1.機械ボー リング

機械ボー ジングは、ロータリー式ボーリングマシン (油圧によるハイ ドロジックフィー ド

式)を用い、掘削孔径 φ=6611111で掘進 した。

掘進に際しては、地層の硬軟・密度状況に応じて適切なビット、コアチューブを選択し

た。掘進中は、掘進速度・送水量・排水量・スライムの状況に注意し、これらの情報や特記

すべき事項はボージング柱状図に記載 した。原則として、孔内水位を確認するまでは無水掘

で行い、以後ケーシングパイプ、掘削流体を用い孔壁の安定を保ちながら掘進 した。

なお、掘削後の予L内は検尺終了後、現地発生土等にて埋戻 し、原形復旧に努めた。

図 2.1.1にボージング装置概念図を示す。

(「 地盤調査の方法 と解説 p.193～ 」 公 団法人 地盤工学会 2013)よ り引用 )

図 2。 1.1ボーリング装置概る図
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2.2.標準貫入試験

本試験は、原位置における地盤の硬軟、締まり具合または土層の構成を判定するために、

実施 し、」IS A 1219に従って実施 した。

試瞼要領は、質量=63.5± 0.5kgのハンマー (モ ンケン)を 76± lcm自 由落下させ、標準貫

入試験用サンプラーを 30cm打ち込むのに必要とする打撃回数 (/F値)を求める。硬質部にお

いては、60回を上限として貫入量を記録 した (図 2.2.1)。

サンプラーの内容物は、スライムの有無の確認後,採取長,土質,色調状態を記録 し、保

存用に代表的な試料を上質標本として整理 した。

ヤ′/ラ

餓

ガイド《
'7ド

巻 生 ロープ
ブ` ンマ ー

Υ ル

ポーリングマシン コーンプーⅢ

ず

鷲ヨツド
耳ライブパイプ又 |よ

―シングパイブ

ポ ー ン

SPTサ ン

覇

雲色

露

a)つ り上げ手動型 (半 自動落下型)

(「 地盤調査の方法 と解説」 (公益社団法人 地盤工学会 2013)

左 p.295右 p.286よ り引用 )

図 2.2.1標準貫入試験概森図
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なお、標準貫入試験結果であるプF値の強度評価については、表 2.2。 と、および表 2,2.2を 用

い評価 した。

表 2.2.1/値と砂の相対密度の関係

♂

"値
現場判別法

が 容 に手で

4～ 10 ス コ で

10-30 を5ポ ン ドで
30-50 上 30c

>50 上 5～ 6 つ

注)鉄筋はφ1311Ⅱ ll

(「地盤 調査の方法 と解説」 (公益社 団法人 地盤 工学会 2013)p.305よ り引用 )

表 2.2.2/値と粘上のコンシステンシー、一軸圧縮強さの関係 (Terzaghi and Peck)

却値 コンシステ ンシー

0- 2 非常に柔 らかい

2～ 4 柔 らかい

4～  8 中位 の

8～ 15 硬 い

15-30 非常に硬い

30- 固結 した

(「地盤調査の方法 と解説」 (公益社団法人 地盤工学会 2013)p.308よ り引用)

0～ 4

レ/ョ マベル

相封密度

(Terzatthi o Peck)

)津 宰浄イこれ愛ヤヽ (very loose)

緩い (loose)

中位の (medium)

密な (dense)

非常に密 な (very dense)

qu (kN/m2)

0.0- 24.5

24.5- 49。 1

49。 1- 98。 1

98.1-196.2

196.2-392.4

392.4～

Ⅲ
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2.3.ス ク リュー ウェイ ト貫入試験 (旧 :ス ウェーデ ン式サ ウンデ ィング試験 )

スクリューウェイ ト貫入試験は、荷重による貫入と回転による貫入を併用した原位置試験

であり、上の静的貫入抵抗を測定し、その硬軟または締まり具合を判定するとともに、地層

構成を把握することを目的とし、」IS A 1221に従つて実施 した。 (こ の規格は、2017年に第

1版 として発行された IS0 22476-10を基とし、我が国で使用されている試験装置及び試験方

法によって長年蓄積された地盤データに基づいて建築、土木などの設計体系が成 り立ってい

ることを考慮し、技術的内容を変更して作成した日本産業規格である。この試験装置及び試

験方法は元々スウェーデンで開発 されたものであるため、我が国では導入元である国名を考

慮 して旧規格までは"ス ウェーデン式サウンディング試験方法"と いう名称としていた。 し

かし、対応国際規格ではスウェーデンという国名が付けられていないこと、並びに我が国で

は試験装置及び試験方法が独 自に発展 し、対応国際規格とは異なるものとなつていることか

ら、規格名称を"ス クリューウェイ ト貫入試験方法"と 変更した。 「」IS A 1221ス クリュー

ウェイ ト貫入試験方法」序文より引用)

試験装置はスクジューポイン ト、ロッド、昇降モーターユニット、制御装置、おもりから

なり、スクリューポイン トにロッドを介 して荷重を載荷 したときの荷重と貫入量との関係及

び、lkN(100kgf)の荷重で貢入停止後ロンドを回転させたときの、回転数と貫入量との関係が

求められるものとする。載荷・回転装置は手動、または自動試験装置があり、今回は自動試

験装置を使用 した。自動試験装置は質量 25kg、 10kgのおもりが装備 されており、荷重の変更

は試験機昇降部のスプロケントの回転をパウダーブレーキにより自動的に制御するという方

法で行われている。以下に試験装置を示す。

プ
降モ―ターユニット

おもり

ロンド /制 御装置

スクリューポイント

図 2.3.1自 動貫入試験装置
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先端から最大径までの長さ150 30°   単位 mm

φ19

金長で先端へ向かって1回の右ねじれの距離 200

図 2.3.2ス クリューポイン ト

20

スクリューウェイ ト貫入試験における換算∬値、支持力の算定は下記式による。

(1)Ⅳ値の算出

A)粘性土

Ⅳ =3〃s〃 +0,050Ⅳsし ,メ

B)砂質土

∬ =2Vsw+0.067ⅣsLl″

ここに、

И/Sり (た

'V):載
荷荷重 (0.05、 0.15、 0.25、 0。 50、 0,75、 1,00)

Ⅳsw(回):貫 入量 lmあた りの半回転数

換算Ⅳ値の計算式は稲 田式を採用す る。

(2)長期許容応力度

9α =30+0.6Nsν
ここに、

qα    :地 盤の長期許容応力度

ザVsw   :基 礎下 2mま での SWS試験における貫入量 lmあた りの半回転数の平均値 (回 )

Nswが 150以上の場合は 150と みなした うえで、Ⅳswを計算す る。

長期許容応力の計算式は、国土交通省 告示 ■13号を採用す る。

5

IⅢ
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3.地形 。地質概要

3。 1.地形概要

本調査地は、滋賀県長浜市神照町 神照小学校敷地内にあり、長浜市役所より北に約 2,Okm

に位置 している。 (図 1.2.1参 照)。 図 3.1.1の ○印に示すとおり、本調査地は Ll,湖北低

地 (c.姉川低地)上に位置 している。

(1)湖北低地

湖北低地は、姉川をはじめとする諸河川の沖積作用によって琵琶湖北東岸に形成された

湖北平野と柳ヶ瀬断層に沿つて形成された断層線谷である余呉)|1河ナII、 および関ヶ原低地

帯の一部に相当する山東盆地に大別される。調査地の位置する湖北平野は姉川 と高時)IIと

の両河川によって形成された扇状地性低地であり、平野の東縁部は柳ヶ瀬断層に限られて

いるが、北部においては、柳ヶ瀬断層に沿つて、余呉川の断層谷が発達 し、この河サ
「
|の南

端の埋め残 し部には海抜 133.7mに余呉湖が湛えられている。

(「滋賀県の自然」 (財団法人 滋賀県自然保護財団 1979)p.47～49よ り引用)

表 2,1.1 滋賀県地形区分表

M 山 地 H 丘陵と台地 L 低 地

Ml

伊吹山地

「
|

一 b山東山地

東部山地―

― c鈴鹿山脈

― d湖東島状山地

Hl lデ
「吹山山麓丘陵

a余呉川低地

b高時川低地

d天野)!|

e山東盆地

L-1

H2 雀鹿山震
t

a多賀丘陵

b八 日市丘陵

c日 野丘陵

d水 日丘陵

e甲賀丘陵

L-2

a芹川,犬上川低地

b愛知川低地

c八 日市隆起扇状地

d日 野川低地

湖東低地

M-2

a田上信楽山地

南部山地

b醍膏lЛ 山地

H3

a甲南丘陵

b瀬田・栗東丘陵

c膳所・石山丘陵

d郷之日丘陵

信楽山麓
丘  陵

L-3

a野洲川低地

b草津川低地

c大戸川低地

d大石盆地

e信楽盆地

湖南低地

"I-3

_a比叡山地

西部山地一一 b比良山地

_c朽 木山地
(丹波山地)

H4

_a堅田丘陵

比叡比良
山麓丘陵

― b泰山寺野台地

― c饗庭野台地

L-4

― aJヒ大津低地

― b比良山麓複合扇状地

湖西低地―

鴨川低地

安曇川低地

石田川低地

百瀬)II低 地

知内川低地

一 c高島低地

― d朽木谷

M-4 北部山地一E
a野坂山地

b湖北山地
H-5 沓跡丘陵 L-5 湖北低地―

匠 :交樺掃桜地

調査地

(「滋賀県の自然」 (財団法人 滋賀県自然保護財団 1979)p.4よ り引用)
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図 3.1.1滋賀県地形区分図(O:調査地)

(「滋賀県の自然」 (財団法人 滋賀県自然保護財団 1979)p.5よ り引用)
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3.2.地質概要

調査地付近の地層は、古生代二畳紀に形成された古生層を基盤 とし、その上位に新生代第

四紀の更新世に形成された洪積層及び同紀完新世に形成された沖不責層が不整合に分布 してい

る。

・古生層

古生層は、古生界二畳系の秩父古生層に属する石灰岩・砂岩 。粘板岩 。チャー トと、中生

代末に貫入 してきた花開岩類などからなっており、東麓には一志層群が、これに対 して西麓

では新第二系中期中新統の鮎ナII層 群などの中新層が分布 してお り、これらは一志断層および

近江伊賀断層などで切られている。

石灰岩は、塩基性火山岩との複合岩体として分布するものが主であり、次買の 「地質図」

に示す調査位置の北東方向の、伊吹山一板並山付近、霊仙山およびその南側、佐 目東方には

大きな岩体として存在 している。

しかし、その周辺では大部分が塩基性火山岩中に小 レンズとして石灰岩を産 してお り、塩

基性火山岩 と同様に、滋賀県南部および西部には極端に少ない。

砂岩は、霊仙山東方の幾里谷層群で最も広い分布を示 し、チャー ト・泥岩質などと互層を

なして広く存在する。

粘板岩は、頁岩・シル ト岩・粘土岩・砂泥の互層をなす部分などもある。

チャー トは、鈴鹿山地北部および伊吹山付近に、石灰岩相の衝上体の下盤をなして産する

ものとそれ以外の地域に泥質岩・砂岩等と互層をなして産出するものとに分けられる。

・洪積層

本層は、近江盆地を取 り巻く周辺の山地から、琵琶湖へ流入 した、かつての主要河)||に沿

つて発達 した旧谷底平野、旧氾濫原、旧扇状地などが河川の浸食作用の若返 りの結果、階段

状に高い所の取 り残されたものである。滋賀県内に発達する段丘群は内陸盆地という形成環

境のため、琵琶湖の湖面を基準面にして発達したものである。段丘層は薄く、砂礫層から構

成される河成面であることが多く、その地形学的性質は浸食段丘とも言える。

・沖積層

本層は、主に現在の河)||に よって上流から運ばれてきた礫 。砂 。粘上が谷に沿つて谷底に

溜まり、川の流路傾斜の大きい山間部～傾斜の緩い低地に出た所に扇状地を、河口に三角州

を形成 し、河チIIや湖岸に沿つて砂や粘土が堆積 したものが河)FI沿いの平野や湖岸の平野を形

成 している。

沖積層は、あらゆる河,IIの 中流域以下に発達してお り、滋賀県は、琵琶湖を中心とした盆

地で、周囲から注ぐ諸河)||はそのほとんど全てが琵琶湖に河口を開いてお り、河口付近の湖

岸には三角州がよく発達している。

なお、参考までに図 3.3.1に 調査地付近の地質図を示す。
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3.3.地質図

本調査地付近の地質図を図 3.3.1に示す。
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4.調査結果

4.1.機械ボー リング結果

機械ボージングは、調査地点位置図 (巻末資料)に示す位置で、1箇所 (20m)イこて実施し

た。結果の詳細は巻末にボージング柱状図に示す。

深度、地層毎にⅣ値を正確に把握するため、次項で標準貫入試験結果を整理した。

4.1.1.地質

ボー リング調査により明らかになった地盤構成は、GL-10.80m(KB「 11.34m)を境とし、下

位に第四紀 更新世に形成された段丘堆積物 (洪積層)が分布 し、上位に第四紀 完新世に形

成された沖積低地堆積物 (沖積層)が分布する。

なお、Ⅳ値の範囲、平均値は表 4。 2.1の採用Ⅳ値を参照にした。

～地質概要～

0第四紀 完新世

・盛土 (土質記号 :Bg)

土質区分   :礫 混 り砂

層厚     :0.40m(GL-0.00～ 0.40m)

特徴     :真 砂土による盛土。

O沖積低地堆積物

・粘性土層 (土質記号 :Ac)

土質区分   :砂 混 リシル ト、シル ト質粘土

層 

「

早         :0,90-1.60m (GL-0,40-2.00m、 GL-3.90-4.80m)

確認Ⅳ値   :1/37、 2/39(平均値 :0。 9)

特徴     :層 上部では、細砂を全体に含有する。

下部では、シル ト～細砂を含有する。

含水は中位～やや多い。

・第 11果質土層 (土質記号 :Agl)

土質区分   :シル ト混 り砂礫

層厚     :1,90m(GL-2.00～ 3.90m)

確認Ⅳ値   :24、 26(平均値 :25.0)

特徴     :礫 はφ2～ 3011111程 度、φ MAX50剛程度の角・亜角礫

1築間は細砂～粗砂、およびシル トで充填する。

含水は中位～やや多い。

・砂質土層 (土質記号 :As)

土質区分   :砂 質粘土

層厚     :0,95m(GL-4.80～ 5.75m)

確認Ⅳ値   :11
特徴     :全 体にシル ト～細砂をやや多く含有する。

含水は中位～やや多い。
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・第 2礫質土層 (土質記号 :Ag2)

土質区分   :シ ル ト混り砂礫

層厚     :5,05m(GL 5,75～ 10。 80m)

確認Ⅳ値   :47、 40、 53、 60、 47(平均値 :49.4)

特徴     :礫 はφ2～30剛程度、φ MAX50血程度の角・亜角礫

礫間は細砂～粗砂、およびシル トで充填する。

含水は中位～やや多い。

0第四紀 更新世

O段丘堆積物

・く礁 質土層 (上質記号 :Dp)

土質区分   :有 機質粘土

層厚     :0。 90m(GL-10,80～ 11,70m)

確認Ⅳ値   :8
特徴    :粘 性土状に分解された有機質土を主体とする。

繊維質状の未分解片を多く混入する。

含水は中位。

・第 1粘性土層 (土質記号 :Dcl)

土質区分   :粘 土、砂混リシル ト

層厚         : 1.20m (GL-11.70-12.90m、  GL-13.60-14.80m)

確認Ⅳ値   :9、 9

特徴     :層 上部では、シル トを含有する比較的粒子の均質な粘性土を呈す。

層下部では、細砂を含有する。

含水は中位～やや多い。

・砂質土層 (土質記号 :Ds)

土質区分   :シル ト質砂

層厚     :0.70m(GL-12.90～ 13.60m)

確認N値   :11
特徴     :細 砂を主体とする。

全体にシル トを含有する。

含水は中位。

・第 2砂質土層 (土質記号 :Ds2)

土質区分   :シァレト混 り砂

層厚         :2.10m (GL-14。 80-16.90m)

確認∬値   :22、 18(平均値 :20.0)

特徴     :GL-15。 10mま で砂礫を呈す。

細砂を主体とし、中砂を少量含有する。

全体にシル トを含有し、一部でレンズ状に挟む。

含水は中位。
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。第 1礫質土層 (土質記号 :Dgl)

土質区分   :シァレト混り砂礫

層サ享     :0。 75m(GL 16.90～ 17.65m)

確認Ⅳ値   :60
特徴     :礫 はφ2～ 30 11ull程度、φ MAX50 11111程 度の角・亜角礫主体。

礫間は細砂～粗砂、およびシル トで充填する。

含水は中位～やや多い。
。第 2粘性土層 (土質記号 :Dc2)

土質区分   :粘 土、砂質シル ト

層厚      :2.05m(GL-17.65-19.70m)

確認Ⅳ値   :12、 15(平均値 :13.5)

特徴     :層 上部では、シル ト～細砂、層下部では細砂～中砂を含有する。

含水はやや少ない～中位。

・第 2礫質土層 (土質記号 :Dg2)

土質区分   :シル ト質砂礫

層厚     :0.80m(GL 19.70～ 20.50m)

確認Ⅳ値   :20
特徴     :礫 はφ2～ 2011111程 度の角・亜角礫主体。

礫間は細砂～粗砂、およびシル トで充填する。

G卜20,40m以深、粘土を呈す。

含水は中位～やや多い。

標高(m) 1環高(m)
表 4.1.1地質序表

0.00 0.00

‐2.00

‐■00

‐S_00

‐9.00

-10.00

…12.00

‐1■ 00

い18.00

‐18.00

‐20_00

‐22.00

‐2.00

い■00

‐6.00

‐10.00

-12.00

‐1■ 00

‐16.00

‐19.00

‐20.00

図 4.1.1推定地質断面図

地質時代 地層名 地質名 記 号
/イ直

(範囲)

プrイ直
(平均値)

新
生
代

第

四
紀

完
新
世

盛 土 砂質土 Bs

沖積低地

堆積物

粘性土層 Ac 08 -  1 09

第1

礫質土層
Agl 24 26 25 0

砂質土層 As 11 11.0

第 2

礫質土層
Ag2 40 60 49,4

更
新
世

段 丘

堆積物

有機質土層 Dp 8 80

第 1

粘性土層
Dcl 9 9.0

第1

砂質土層
Ds ll 110

第2

砂質土層
Ds2 18 22 20 0

第1

礫質土層
Dgl 60 60 0

第 2

粘性土層
Dc2 12 15 135

第2

礫質土層
Dg2 20 20 0

-22.00
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4,1.2.孔 内水位分布

ボージング時に観測された孔内水位は、次のとおりである (表 4.1.2)。

表 4.1。 2孔内水位分布

地点
測定水位

測定 日 確認方法 対象地盤
GL―m KBM―m

ボージング

調査
No.1

1.60 1.06 R4.8.26 無水掘 り Ac

1,45 0。 91 R4.8.27 泥水掘 り Ac

本調査地でボーリング調査時に確認された孔内水位は、GL-1.45～ 1.60m(KBM-0.91～

1.06m)の位置で確認されている。粘性土層内で確認された水位は、一般的に雨水などが溜ま

つた水 (溜水・宙水)である可能性が高い。実際の水位は、GL-2.00(KBM-2.54m)以 深で確

認されているAgl層以深にあるものと考えられる。

4.2.標準貫入試験結果

地盤定数の算定のために、以下の条件で標準貫入試験の結果を整理 した。

評価欄

1.30cmあ たりの /F値を採用 した。             O
2.∬値上限 60を採用 した。                △

※正確性、過大評価を避ける目的で、少数点以下は切 り捨てた。
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表 4.2.1標準貫入試験結果 (No.1)

標準貫入試験結果 孔名称 No.1

打撃開始
深彦 (m)

貫入量

`cwⅢ

深度 (m) 打撃回数 測定pF値 総貫入量
(cm)

各区間毎の

権貧〃イ首
評価 地質区分 採用」F値

1.15 37 1_52 1 1 37 0 ⑥ Ac 0.8

2.15
10 2.25 9

24 30

27

○

Agl

2410 2 35 8 24
10 2.45 7 21

3.15
10 3 25 8

26 30
24

○ 2610 3.35 9 27
10 3.45 9 27

4.15
24 4.39 1

2 39
1

◎ Ac 1
15 4.54 1 2

5。 15

10 5.25 3

11 30

9

○ As 1110 5.35 3 9

10 5.45 5 15

6.15
10 6.25 16

47 30
48

○

Ag2

4710 6.35 18 54

10 6.45 13 39

7.15
10 7.25 12

40 30

36

○ 4010 7.35 13 39

10 7.45 15 45

8.15
10 8.25 19

53 30

57

○ 5310 8.35 15 45
10 8.45 19 57

9.15
10 9,25 18

60 29

54
△ 6010 9.35 21 63

9 9.44 21 70

10.15
10 10.25 20

47 30

60

○ 4710 10.35 14 42
10 10.45 13 39

11.15
10 11.25 2

8 30

6

○ Dp 810 11.35 3 9

10 11.45 3 9

12.15
10 12.25 2

9 30

6

① Dcl 910 12.35 3 9

10 12.45 4 12

13.15
10 13_25 3

11 30
9

○ Dsl 1110 13 35 4 12

10 13 45 4 12

14.15
10 14.25 2

9 30

6

○ Dcl 910 14.35 3 9

10 14.45 4 12

15.15
10 15.25 6

22 30

18

○

Ds2

2210 15.35 7 21

10 15,45 9 27

16.15
10 16.25 7

18 30

21

① 1810 16.35 6 18

10 16.45 5 15

17.15
10 17.25 29

60 18
87

△ Dgl 60
8 17.33 31 116

18.15
10 18.25 3

12 30

9

○

Dc2

1210 18.35 4 12

10 18.45 5 15

19.15
10 19。 25 4

15 30
12

○ 1510 19.35 5 15

10 19.45 6 18

20.15
10 20.25 8

20 30

24

○ Dg2 2010 20.35 7 21

10 20,45 5 15
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4.3.ス クリューウェイ ト貫入試験結果

スクリューウェイ ト貫入試験は、敷地内で 14か所実施 し、最終貢入深さは GL O。 19～4.59m

が確認された。多くの調査個所で、GL-0.50mに満たない深度で貫入ができなかつたため、3

箇所測点を追加 して試験を行つた。

調査範囲内の多くの測点で GL-0,50m程 度の深度より地盤改良の反応 (フ ェノール反応)が

見られ、多くの測点では GL-0.50m程 度で貫入ができない結果となった。

地盤改良が考えられる深度以深まで調査ができた、測点 :3、 測点 :5、 測点 :7、 測点 :8、

測点 :17においては、ボー リング調査で確認されている GL-2.Om以 深の砂礫が確認 され、ボ

ー リング調査の結果とも一致 している。

詳細は巻末資料 :ス クリューウェイ ト貫入試験結果を参照のこと。
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5.考察

5,1.設計 。施工上の留意点

(1)地下水位について

本調査地でボー ジング調査時に確認された孔内水位は、GL l.45～ 1.60m(KBM O.91～

1.06m)の位置で確認されている。粘性土層内で確認 された水位は、一般的に雨水などが溜ま

つた水 (溜水・宙水)である可能性が高い。実際の水位は、GL 2.00(KBM-2.54m)以 深で確

認 されている Agl層以深にあるものと考えられる。

比較的浅い深度で水位が確認されており、GL l.50m以 深を施工の際は,F水対策なども検討

する必要があると考えられる。

(2)支持地盤について

支持地盤 とは基礎構造物を支持する地盤において所要の支持力及び層厚を有する地盤であ
る。良好な支持地盤 とは、構造物の重要度・規模などによリー律ではないが、概ね次のよう
な目安がある。

(「道路橋示方書・同解説 I共通編・Ⅳ下部構造編J

(公益社団法人 日本道路公団 平成 29年 H月 )p.177～ より引用)

i)粘性土層は砂質土層に比べて大きな支持力が期待できず、沈下量も大きい場合が多
いため、支持層 とする際には十分な検討が必要であるが、N値が20程度以上 (一軸圧縮強

度quが o,4N/1111■
2)ぁ

れば良質な支持層と考えてよい。

五)砂層・砂礫層は、N値が30程度あれば良質な支持層 と考えてよい。ただし、砂礫層で
は礫をたたいてN値が過大に出る傾向があるため、支持層の決定には十分な注意が必要
である。

h)岩盤は材料としての強度が大きく、均質な岩盤を支持層とした場合には大きな支持
力が期待できる。しかし、岩盤に不連続面が存在したり、スレーキング等の影響を受け
やすい場合には、均質な岩盤に比べて十分な支持力が得られないことがある。したがつ
て、岩盤を支持層とする場合には、これらの影響について事前に検討を行つておく必要
がある。

本調査地で上記に示すような明確な支持地盤は、GL-5,75m(KBM 6.29m)以 深で確認されて

いる礫質土層と考えられる。 しかし、本調査は仮設校舎建設を目的としてお り、計画構造物

も本校舎と比べ軽量であることが考えられるため、Gレ2.00m(KBM 2.54m)以深で確認されて

いる Agl層で支持が可能と考えられる。

その場合の基礎形式は、表層部分の地盤改良などが有利 と考えられる。
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(3)礫質土層のプF値および礫径・玉石について

本調査深度内には、φ MAX50 11Ⅱll程度の礫の混在が見られる。ボー リング調査時に確認された

礫については、以下のような特徴を持つことに留意が必要である。

″35mm
標
準
箕
入
試
験
サ
ン
プ
ラ
ー

礫層では、ハンマーの落下で与えられるエネルギーの多く

が礫を割る、す り抜けることに使われることが考えられるた

め、締まり具合を表現していない場合もある。 (図 5.1.1)

また、礫の形は多くの場合、球状ではなく、偏平で寝るよ

うな形に堆積 している事が多いため、ボー リングで掘削する

礫径は短い辺を測つている可能性がある。

そのため、一般的にボーリング調査 (φ 6611m)で確認 (採取

または掘進中の感触)さ れた礫径の 2～3倍を最大礫径とする

ことが多い (図 5.1。 2)。

(シ ュ ー ) ③

図 5.1。 1サンプラーと礫

これによると掘削深度によっては、推定最大礫径 φ150■lm程度の礫が点在する可能性がある

ため、施工時に掘削機等の選定に関しては留意する必要がある。

堆積 した当特の用の流陶

cク づ

ポー呼ングで確認する韓後

図 5。 1.2ボー リングと礫径

(「ボー リング野帳記入マニュアル (土質編―改訂版 」 (社団法人 全国地質調査業協会連

合会 平成 12年)p,103よ り引用)

なお、詳細な決定は、施工性 。経済性 。安全サ
l生等を十分考慮 し決定されたい。

以 上
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ボーリング柱状図
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測定点位置図
スクリューウエイト貫入試験

神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託
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スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

調 査 名 神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託 測 点 番 号 1

調査場所 滋賀県長浜市ネ申照町3H付近 調査年月 日 2022年08月 17日

孔 口標高 KBA/1  -0,671n 轡 さ 0.341n

孔 内水位 征 天 候 曇りのち雨 試 験 者 福西智彦

備   考 試 験 方 法 半自動式SWS

荷 重

Wsw

(kN)

半回
転数

(Na)

D
(m)

貫入量
L

(Cm〉

lm当 りの

半回転数
Nsw

記 事
推定

柱状固

荷 重

Wsw(KN)

貫入量lm当 りの

半回転数

Nsw

換算

N値

許容

支持カ
qa

KN/m2音感・感触 貫入状況 土質名

100 840 025 25 336 ジャリジャリ打撃21回以上 砂質土 245 > 120
100 1500 034 9 1667 ジャリジャリ 打撃21回以上 砂質土 1136 >120

使用計算式  換算N値 計算式 :換算N値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力計算式 :許容支持力の計算式は国土交通省 告示H13号を採用しております。

管理番号 1202208171



スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト員入試験

調 査 名 神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託 測 点 番 号 2

調査場所 滋賀県長浜市神照町3H付近 調査年月日 2022年 08月 17日

子[`口 標高 KBM  -0611n 漏解翻肇解 さ 0.37m

子[`内 水位 征
＾

天 候 曇りのち雨 試 験 者 福西智彦

備   考 試 験 方 法 半 自動式SWS

荷重

Wsw
(と N)

半回
転数

(Na)

D
(m)

貫入量
L

(Cm)

lm当 りの

半回転数

Nsw

記 事
推定 荷重

Wsw(KN)

貫入量lm当 りの

半回転数
Nsw

換算
N値

許容

支持力
qa

KN/m2音感・感触 貫入状況 土質名

100 450 025 25 180 ノャリジャリ 砂質土 140 > 120
100 1000 037 12 833 ガリガリ 打撃21国以上 礫質土 578 > 120

使用計算式  換算N値 計算式 :換算N値の計算式は、稲田式を採用しております。

諦容支持力計算式 :許容支持力の計算式は国土交通省 告示H13号を採用しております。

管理番号 :202208171



スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

調 査 名 神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託 測 点 谷 号 3

調査場所 滋賀県長浜市神照町3H付近 調査年月 日 2022年08月 17日

孔 日標 高 KBWl  -0.641■ 婦障翻甍解 さ 38514

孔 内水位 子とお]GL.-2.00m 天 候 曇りのち雨 試 験 者 福西智彦

備   考 試 験 方 法 半自動式SWS

荷重

Wsw
(kN)

半回

転数

(Na)

D
(ml

貫入量
L

(Cm)

lm当りの

半回転数

Nsw

記 事
推定 荷重

Wsw(KN)

貫入量l血当りの

半回転数
Nsw

換算

N値

許容

支持カ
qa

KN/m2
音感・感触 貫入状況 上質名

世 小 凶

100 450 025 25 180 ノャリジャリ 砂質土 140 > 120
100 780 050 25 312 ノャリジャリ

「
建留10～20回 砂質土 229 >120

100 300 075 25 120 ノャリジャリ 砂質上 100 1020
100 210 100 25 84 ノャリジャリ 砂質土 76 804
100 720 125 25 288 ガリガリ

「
撃10～20回 渫質土 212 >120

100 230 150 25 92 ノャリジャリ 砂質上 81 852
100 20 175 25 8 粘性土 34 348
075 00 200 25 0 粘性土 22

100 00 225 25 0 粘性土 30

100 160 250 25 64 砂質上 62 684
100 280 275 25 112 ノャリジャリ 砂質土 95 972
100 350 300 25 140 ノャリジャリ 砂質土 113 1140
100 340 325 25 136 アャリジャリ 砂質上 11 1 1116
100 370 350 25 148 ジャリジャリ 砂質土 119 1188
100 420 375 25 168 ジャリジャリ 砂質土 132 >120
100 1000 385 10 1000 ジャリジャリ イ準 10～20回 砂質土 690 > 120

使用計算式  換算N値計算式 :換算N値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力計算式:許容支持力の計算式は国土交通省 告示H13号を採用しております。

管理番号 :202208171



調 査 名 神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託 測 点 番 号 4

調査場所 滋賀県長浜市神照町311付近 調査年月日 2022年 08月 17日

孔口標 高 KBヽ/1  -0.561■ 塀解翻彗燃 さ 0.30m

子Iと 内水位 狂 天 候 曇りのち雨 試 験 者 福西智彦

備   考 試 験 方 法 半 自動式SWS

荷重

Wsw
(kN)

半回
転数
(Na)

D
(ml

貫入量
L

(Cm)

lm当 りの

半回転数

Nsw

記 事
推定

柱状図

荷重

Wsw(KN)

貫入量lm当 りの

半回転数

Nsw

換算

N値

許容

支持カ
qa

KN/m2
音感・感触 貫入状況 土質名

100 670 025 25 268 ノャリジャリ 砂質土 199 >120
100 1000 030 5 2000 ガリガリ 打撃21回以上 礫質土 1360 > 120

スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

使用計算式  換算N値 計算式 :換算N値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力計算武 :許容支持力の計算式は国土交通省 告示H13号を採用しております。

管理番号 :202208171



スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

調 査 名 神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託 測 点 番 号 5

調査場所 滋賀県長浜市神照町311付近 調査年月 日 2022年08月 17日

子11日 標 高 KBM  -0.601■ 鞭 燃 き 2,781■

子11内 水位 征 天 候 曇りのち雨 試  験  者 福西智彦

備   考 試 験 方 法 半自動式SWS

荷重

Wsw
(kN)

半回
転数
(Nal

D
(m)

貫入量
L

lCm)

lm当りの

半回転数
Nsw

記 事
推定 荷重

Wsw(KN)

貫入量lm当りの

半回転数

Nsw

換算

N値

許容

支持カ
qa

KN/m2音感・感触 貫入状況 上質名

100 220 025 25 88 ジャリジャリ 砂質土 78 828
100 590 050 25 236 ジャリジャリ 砂質土 178 >120
100 250 075 25 100 ジャリジャリ 砂質土 87 900
100 170 100 25 68 ジャリジャリ 砂質上 65 708
100 40 125 25 16 粘性土 38 396
100 50 150 25 20 粘性土 40 420
100 110 175 25 44 砂質土 49 564
100 140 200 25 56 ジャリジャリ 砂質土 57 636
100 70 225 25 28 砂質土 38 468
100 30 250 25 12 砂質土 28 372
100 1100 275 25 440 ガリガリ lT撃 21回以上 礫質土 314 >120
100 1170 278 3 3900 ガリガツ lT撃 21回以上 礫質土 2638 >120

使用計算式  換算N値 計算式 :換算N値の計算式は、稲田式を採用しております。
~詳

容支持力計算式:許容支持力の計算式は国土交通省 告示H13号を採用しております。

管理番号 1202208171



調 査 名 神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託 測 点 番 号 6

調査場所 海賀県長浜市神照町311付近 調査年月 日 2022年08月 17日

孔 口標高 KBM  -0.53 nl 轡 さ 0251n

孔内水位 征 天 候 曇りのち雨 試 験 者 福西智彦

備   考 試 験 方 法 半自動式SWS

荷 重

Wsw

(kN)

半回

転数

(Na)

D
(m)

貫入量
L

(Cm)

lm当 りの

半回転数

Nsw

記 事
推定 荷重

Wsw(KN)

貫入量lm当 りの

半回転数
Nsw

換算

N値

許容

支持カ
qa

KN/m2音感・感触 貫入状況 土質名

100 1200 025 25 480 ノャリジャリ
「

撃21回以上 砂質上 341 >120

スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

使用計算式  換算N値 計算式 :換算N値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力計算式 :許容支持力の計算式は国土交通省 告示1113号を採用しております。

管理番号 :202208171



スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

調 査 名 神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託 測 点 番 号 7

調査場所 滋賀県長浜市神照町3H付近 調査年月日 2022年 08月 17日

コ1日 標 高 KBW【   -0.541n 婦梯翻髯燃 さ 239x4

子il内 水位 征 天 候 曇りのち雨 試 験 者 福西智彦

備   考 試 験 方 法 半 自動式SWS

荷重

Wsw
(kN)

半回
転数
(Na)

D
(m)

貫入量
L

(Cm)

lm当りの

半回転数

Nsw

記 事
推定 荷重

Wsw(KN)

貫入量lm当りの

半回転数

Nsw

換算

N値

許容

支持カ
qa

KN/m2音感 。感触 貫入状況 上質名

100 30 025 25 12 砂質上 28 372
100 200 050 25 80 ジャリジャリ 砂質土 73 780
100 180 075 25 72 ノャリジャリ 砂質土 68 732
100 50 100 25 20 粘性土 40 420
100 20 125 25 8 粘性土 34 348
100 00 150 25 0 粘性土 30

100 40 175 25 16 粘性土 38 396
100 40 200 25 16 粘性上 38 396
100 760 225 25 304 ジャリジャリ ,T撃 10～20回 礫質土 223 > 120
100 1000 239 14 714 ガリガリ F丁 4留 10～ 20回 砂質土 498 > 120

使用計算式  換算N値計算式 :換算N値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力計算式 :許容支持力の計算式は国土交通省 告示H13号を採用しております。

窄騨里番1■ 1202208171



スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

調 査 名 神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託 測 点 番 号 8

調査場所 泳賀県長浜市神照町311付近 調査年月日 2022年08月 17日

孔 口標高 KBM  -0.49m 罐 燃 さ 3.291n

孔内水位 子し購]GL-1.501n 天 候 曇りのち雨 試 験 者 福西智彦

備   考 試 験 方 法 半自動式SWS

荷重

IVsw

(kN)

半回
転数

(Nal

D
(m)

貫入量
L

(Cm)

lm当 りの

半回転数

Nsw

記 事
推 定 荷重

Wsw(KN)

貫入量lm当 りの

半回転数

Nsw

換算
N値

許容

支持カ
qa

KN/m2音懸・感触 貫入状況 土質名

100 140 025 25 56 ジャリジャリ 砂質上 57 636
100 70.0 050 25 280 ガリガリ

「
撃21回以上 礫質土 207 > 120

100 1020 075 25 408 ノャリジャリ
「

撃21回以上 砂質土 293 > 120
100 250 100 25 100 ノャリジャリ 砂質土 87 900
100 130 125 25 52 粘性土 56 612
100 50 150 25 20 粘性土 40 420
100 00 175 25 0 粘性土 30

100 160 200 25 64 砂質土 62 684
100 120 225 25 48 砂質土 52 588
100 190 250 25 76 砂質土 70 756
100 400 275 25 160 ジャリジャリ 砂質土 127 > 120
100 430 300 25 172 ジャリジャリ 砂質土 135 >120
100 360 325 25 144 ノャリジャリ 砂質土 116 1164
100 1000 329 4 2500 ノャリジャリ 1丁撃 10～ 20回 砂質土 1695 >120

使用計算式  換算N値 計算式 :換算N値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力計算式 :許容支持力の計算式は国土交通省 告示H13号を採用しております。

管理番号 :202208171



スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

調 査 名 神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託 測 点 番 号 9

調 査 場 所 滋賀県長浜市神照町311付近 調査 年 月 日 2022年 08月 17日

子Iと 口標高 KBWI  -0501■ 轡 さ 0.19m

孔内水位 征
＾

天 候 曇りのち雨 試 験 者 福西智彦

備   考 試 験 方 法 半自動式SWS

荷重
IVsw
(kN)

半回
転数
(Na)

D
(m)

貫入量
L

(Cm)

lm当りの

半回転数

Nsw

記 事
推定 荷重

Wsw(KN)

貫入量lm当 りの

半回転数

Nsw

換算

N値

許容

支持カ
qa

KN/m2音感・感触 貫入状況 土質名

100 1360 019 19 716 ジャリジャリ 打撃21回以上 砂質上 499 > 120

使用計算式  換算 N値計算式 :換算N値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力計算武 :許容支持力の計算式は国土交通省 告示H13号を採用しております。

管理番号 :202208171



調 査 名 神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託 測 点 番 号 10

調査場所 滋賀県長浜市神照町3H付近 調査年月 日 2022年 08月 17日

孔 口標高 KBW【   -0,37 rll 塀路翻肇解 さ 0.31m

孔 内水 位 征
心

天 候 曇りのち雨 試 験 者 福西智彦

備   考 試 験 方 法 半自動式SWS

荷重
げヽsw
(kN)

半回

転数

(Na)

D
(m)

貫入量
L

(Cm)

lm当りの

半回転数
Nsw

記 事
推定 荷重

Wsw(KN)

貫入量lm当 りの

半回転数
Nsw

換算

N値

許容

支持カ
qa

KN/m2音感・感触 貫入状況 土質名

100 150 025 25 60 ジャリジャリ 砂質土 60 660
100 1000 031 6 1667 ガリガリ 旧撃21回以上 礫質土 1136 > 120

スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

使用計算式  換算N値計算式 :換算N値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力計算式 :許容支持力の計算式は国上交通省 告示H13号を採用しております。

管理番号 :202208171



スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

調 査 名 神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託 測 点 番 号 11

調査場所 滋賀県長浜市神照町311付近 調査年月日 2022年08月 17日

孔 日標高 KBWI  -0.441■ 轡 さ 0,37m

孔 内水位 征 天 候 曇りのち雨 試 験 者 福西智彦

備   考 試 験 方 法 半自動式SWS

荷重

Wsw
(kN)

半回

転数

(Nal

D
(m〉

貫入量
L

(Cm)

ユm当 りの

半回転数
Nsw

記 事
推定

柱状図

荷重

Wsw(KN)

貫入量lm当 りの

半回転数
Nsw

換算

N植

許容

支持カ
qa

KN/m2音感・感触 貫入状況 土質名

100 230 025 25 92 ジャリジャリ 砂質土 81 852
100 1150 037 12 958 ガツガリ 打撃21回以上 礫質土 662 >120

使用計算式  換算 N値計算式 :換算N値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力計算式 :許容支持力の計算式は国土交通省 告示H13号を採用しております。

管理番号 :202208171



スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

調 査 名 神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託 測 点 番 号 12

調査場所 滋賀県長浜市神照町3H付近 調査年月日 2022年08月 17日

孔 口標高 KBW【   -0,341■ 漏課割髯解 さ 0.18m

子11内 水位 征 天 候 曇りのち雨 試 験 者 福西智彦

備   考 試 験 方 法 半自動式SWS

荷 重

Wsw

(LN)

半回
転数
(Na)

D
(m)

貫入量
L

(Cm)

lm当りの

半回転数
Nsw

記 事
推 定 荷重

|げsw(KN)

貫入量lm当 りの

半回転数
Nsw

換算

N値

許容

支持カ
qa

KN/Ш 2音感・感触 貫入状況 土質名

100 1320 018 18 733 ノャリジャツ 打撃21回以上 砂質土 511 >120

使用計算式  換算 N値計算式 :換算N値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力計算式 :許容支持力の計算式は国土交通省 告示H13号を採用しております。

管理番号 :202208171



スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

調 査 名 神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託 測 点 番 号 13

調査場所 滋賀県長浜市神照町311付近 調査年月日 2022年 08月 17日

子[`日 標高 KBM  -0.20m 婦解割霊燃 さ 0,261■

孔内水位 征 天 候 曇りのち雨 試 験 者 福西智彦

備   考 試 験 方 法 半自動式SWS

荷重

Wsw
(kN)

半回

転数

(Na)

D
(m)

貫入量
L

(Cm)

lm当りの

半回転数

Nsw

記 事
推定

柱状図

荷重

Wsw(KN)

貫入量lm当 りの

半回転数

Nsw

換算

N値

許容

支持力
qa

KN/n■ 2音感・感触 貫入状況 土質名

025 25 掘 削

100 1290 026 1 12900 ジャリジャリ打撃21回以上 砂質土 8663 >120

使用計算式  換算 N値 計算式 :換算N値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力計算式 :許容支持力の計算式は国土交通省 告示1113号を採用しております。

管理番号 :202208171



スクリューウエイト貢入試験
スクリューウエイト貫入試験

調 査 名 神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託 測 点 番 号 14

調査場所 滋賀県長浜市神照町3H付近 調査年月 日 2022年08月 17日

孔 日標高 KBM  -0.501n 轡 さ 0.28ェ■

孔内水位 征 天 候 曇りのち雨 試 験 者 福西智彦

備   考 試 験 方 法 半 自動式SWS

荷 重

Wsw

(kN)

半回
転数

(Nal

D
lm)

貫入量
L

lCm)

lm当 りの

半回転数

Nsw

記 事
推定

柱状図

荷重

Wsw(KN)

貫入量lm当 りの

半回転数

Nsw

換算
N値

許容

支持カ
qa

KN/m2昔感。感触 貫入状況 土質名

025 25 掘 削

100 1200 028 3 4000 ジャリジャリ
「

撃21回以上 砂質土 2700 >120

使用計算式  換算N値 計算式 :換算N値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力計算式 :許容支持力の計算式は国土交通省 告示H13号を採用しております。

管理番号 :202208171



調 査 名 神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託 測 点 番 号 15

調査場所 滋賀県長浜市神照町3H付近 調査年月 日 2022年 08月 17日

■1回 標高 KBM  -0.341n 響 さ 0.26皿

孔 内水位 征 天 候 曇りのち雨 試 験 者 福西智彦

備   考 試 験 方 法 半自動式SWS

荷重
|げsw
(kN)

半回

転数

(Na)

D
(m)

貫入量

L
(Cm)

lm当りの

半回転数
Nsw

記 事
推 定

柱状図

荷重

Wsw(KN)

貫入量lm当 りの

半回転数
Nsw

換算

N値

許容

支持カ
qa

KN/m2昔感・感触 貫入状況 土質名

100 190 025 25 76 ジャリジャ) 砂質土 70 756
100 1000 026 1 10000 ガリガリ 打撃21回以上 礫質土 6720 >120

スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

使用計算式  換算N値 計算式 :換算N値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力計算式 :許容支持力の計算式は国土交通省 告示H13号を採用しております。

管理番号 :202208171



調 査 名 神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託 測 点 番 号 16

調査場所 滋賀県長浜市神照町3H付近 調査年月日 2022′手08月 17日

子1と 口標高 KBWI  -0,351■ 離 燃 さ 0,291■

孔内水位 毎 天 候 曇りのち雨 試 験 者 福西智彦

備   考 試 験 方 法 半自動式SWS

荷重

Wsw
(kN)

半回
転数
(Na)

D
(m)

貫入量
L

(Cm)

lm当 りの

半回転数
Nsw

記 事
推定 荷重

Wsv(KN)

貫入量lm当 りの

半回転数
Nsw

換算

N値

許容

支持カ

qa

KN/mつ
音感・感触 貫入状況 土質名

100 110 025 25 44 ノャリジャリ 砂質土 49 564
100 1000 029 4 2500 ガリガリ 打撃21回以上 礫質土 1695 >120

スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

使用計算式  換算N値計算式 :換算N値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力計算式 :許容支持力の計算式は国土交通省 告示H13号を採用しております。

管理番号 :202208171



スクリューウエイト貫入試験
スクリューウエイト貫入試験

調 査 名 神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託 測 点 番 号 17

調査場所 滋賀県長浜市神照町311付近 調査年月日 2022年 08月 17日

孔 日標高 KBふ/1  -0.38ェ ■ 塀路彎甍蹴 さ 4.59m

孔 内水位 子し内 GL.-1.501n 天 候 曇りのち雨 試 験 者 福西智彦

備   考 試 験 方 法 半自動式SWS

荷 重

Wsw

(kN)

半回
転数

(Na)

D
(m)

貫入量
L

(Cm)

lm当 りの

半回転数

Nsw

記 事
推 定

柱状図

荷重

Wsw(KN)

貫入量lぬ当りの

半回転数
Nsw

換算

N値

許容

支持カ
qa

KN/m2音感・感触 貫入状況 土質名

100 170 025 25 68 ジャリジャリ 砂質土 65 708
100 1160 050 25 464 ガリガリ「 撃21回以上 礫質土 330 >120
100 840 075 25 336 ジャリジャリ l]撃 21回以上 砂質土 245 >120
100 200 100 25 80 ジャリジャリ 砂質土 73 780
100 150 125 25 60 砂質土 60 660
100 40 150 25 16 粘性土 38 396
075 00 175 25 0 粘性土 22

100 110 200 25 44 粘性土 52 564
100 250 225 25 100 ジャリジャリ 砂質土 87 900
100 380 250 25 152 ジャツジャリ 砂質土 121 >120
100 400 275 25 160 ジャリジャリ 砂質土 127 > 120
100 430 300 25 172 ジャリジャリ 砂質土 135 >120
100 360 325 25 144 ジャリジャリ 砂質土 116 1164
100 400 350 25 160 ジャリジャリ 砂質土 127 >120
100 250 375 25 100 ジャリジャリ 砂質土 87 900
100 630 400 25 252 ガリガリ T撃 10～20回 撰質土 188 >120
100 250 425 25 100 ジャリジャリ 砂質上 87 900
100 330 450 25 132 ジャリジャリ 砂質土 108 1092
100 1000 459 9 1111 ジャリジャリ 丁撃 10～20回 砂質土 764 >120

使用計算式  換算N値計算式 :換算N値の計算式は、稲田式を採用しております。

許容支持力計算式 :許容支持力の計算式は国土交通省 告示H13号を採用しております。

管理番号 :202208171



スクリューウエイト貫入試験柱状 一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表

調査件名 :ネ申照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託

」U点位置 測点位置 2 」Ⅲ点位は

最終質入深さ 034m 最終質入深さ 037m 最終貰入深さ 385m

孔日標高 -067m 子L口標高 ‐061 m 了し日標高 -0641n

3 測点位置 4

最終貰入深さ   030m

子L口標高 -056m

測点位置

最終貫入深さ

子し日標高

5

278m

-060m

双

lmЧ りの半回転数饉
Ｗｓｗ脱脚

尺

lm当 りの半回転Vx側
Ｗｓｗ

打と定

柱 l尺叔l

尺

lm当 りの半回転数餌
Ｗｓｗ線脚

尺
rt rl

艇脚
尺 縦脚

尺

管理番号 :202208171



スクリューウエイト貢入試験柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表

調査件名 :ネ申照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託

測点位置

最終貫入深さ   025m

了し日標高 -053m

最終貫入深さ   239m

子と日標高 -054m

ユШ点位置 8

最終貫入深さ   329m

れ日標高 ‐049m

1,1当 りの半回転翌l触
Ｗｓｗ
鰐

縦脚
榊
尺

ｍ

」Ⅲ点位置 9

最終質入深さ   019m
孔日標高 -050m

6 」U点位置 7 」u点位置

最終貰入深さ

孔日標高

10

031m

-037m

推定

柱状図
嗣
ｗｓｗ学
一一一一一

餃脚

9

lm当 りの半回転数

仰

価
ｗｓｗ騨
一

緻脚蒻一

帥
尺

ｍ
一

im当 りの半回転′敦飩
Ｗｓｗ擁脚

尺

管理番号 :202208171



スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表

調査件名 :神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託

測点位置 測点位置11

最終質入深さ   037m

了し日標高 ‐044m

12

最終貫入深さ O18m

子し日標高 ‐034m

in】 晋りの洋回転数

…

荷重

…

競螂
釉
尺

ｍ

測点位置 13

最終質入深さ   026m

孔口標高 -020m

JW点 位置 14

最終貫入深さ   028m
了し口標高 -050m

測点位置

最終貫入深さ

了し日標高

15

026m

-034m

lm舅りの半回転数繭
的陵脚

尺
Im当 りの半回転数

Wsw競脚
im当 りの半回転喪t硼

Ｗｓｗ
麒

催脚
願
尺

ｍ

:m当推定

柱状図
尺

管理番号 :202208171



スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表

調査件名 :ネ申照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託

」W点位置 VU点 位置 1716

最終質入深さ   029m

孔日標高 -035m

最終貫入深さ   459m

孔日標高 -038m

測点位ほ

最終賞入深さ

孔日標高

」U点位は

最終貰入深さ

了と口標高

」U点位置

最終貰入深さ

孔日標高

im当 りの半回転数耐
Ｗｓｗ幅

推定

れ状闘

師
尺

ｍ

維克

柱状関
尺

Im当 りの半回転数

鰤Ｗｓｗ̈一一一一
焼硼
繭増

舶
尺

ｍ

im着 りの半同転数血
Ｗｓｗ
ば

駐脚
獅
尺

ｍ

Im当 りの半回転数荷重

繰嗣
Ｍ
尺

市

管理番号 :202208171



換算 N値一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表

調査作名 :神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託

測点位置

1   最終貫入深さ   o.34m

■1回標高 -067m

測点位置 2

最終質入深さ   o37n

孔口標高 -061 m

線算 N値 丼状阿線脚
軸
尺

ｍ

最終貫入深さ    385m

了し回標高 ‐064m

測点位置 4

最終貰入深さ    o30m

孔日標高 -056m

」U点位置 3 」Ⅲ点位置

最終貫入深さ

子L口標高

5

278m

-060m

換算N値  柱状凹
推定

柱状猟

)o~Cl。 (し

輌
尺

ｍ
一

管理番号 :202208171

換第Na 柱状図燦脚
換算N値  ll ttl'1餃脚

軸
尺

ｍ

換算N値 柱状憮
推定

柱状図

銑

師
尺

ｎ

,



換算 N値一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表

調査件名 :ネ申照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託

測点位置 6

最終貫入深さ   o25m
1  孔口標高 -053m

測点位置

最終貴入深さ

孔口標高

7 測点位置

最終質入深さ    329m

了し日標高 -049m

測点位置 9

最終貫入深さ    o19m

孔日標高 -050m

換算N値 柱状lH
推定

柱状図

稲
尺

ｎ

6

10

031n

-037m

8 yW点位置

最終質入深さ

了L口標高

2.39m

‐054m

換算N値 4卜状図
推定

柱状図

師
尺

ｍ

ヨ

9

5

換算 N値  柱状脚餃鰤
尺 擁算 Nf『l 柱状 l日繰脚

願
尺

ｍ

換算N値 柱状 lЧ
推定

祥状図

師
尺

［

一
　

い
　

い
　

・
　

一
　

・
　

一
　

口
　

一
　

・
　

一
　

・
　

一
　

・
　

一
　

・
　

一

一
　

・
　

一
　

・
　

一
　

・
　

一
　

・
　

一
　

・
　

一
　

・
　

】

・

6

管理番号 :202208171



換算 N値一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表

調査件名 :神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託

測点位置 11 測点位置 12 測点位置 13 測点位置 14 測点位置 15

最終貫入深さ   o.37m 最終貫入深さ   o18m 最終貫入深さ    o26m 最終貫入深さ 028m 最終貫入深さ   o26m
孔日標高 -0.44m 孔日標高 -034ェn 孔口標高 -020m 孔口標高 -050m 孔口標高 -0.34m

換算N値 柱状闘雛瑯
輌
尺

而

換算N値 柱状関綾脚
輌
尺

ｎ

6

つ

換算N値 祥状関織硼
輌
尺

術

換算N値 柱状関

“

E定

柱状斑尺 換算N値 柱状岡綾硼
翻
尺

ｈ

て

3

`

管理番号 :202208171



換算N値 柱択闘
催完懐算N値 柱状関

維 定

換算 N値一覧表
スクリューウエイト貫入試験柱状図一覧表

調査件名 :神照小学校北校舎長寿命化改修工事設計業務委託

測点位置 16

最終貫入深さ   o29m

孔口標高 -035m

測点位置 17

最終貫入深さ   459m

孔口標高 -0,38m

畿算N値 柱状図繊鰤
輌
尺

林

測点位置

最終貫入深さ

孔日標高

換算N傾 併状興
推定
柱状関

孤
尺

ｍ

測点位置

最終貫入深さ

孔口標高

換算N個 柱状H推定
柱状関

輌
尺

ｍ

B

6

9

測点位置

最終貫入深さ

孔日標高

管理番号 :202208171



現場記録写真



現 場 謂 緩 写  Ett  No.1

作  業  前

ノ

作  業  後



全 ,T、

標 準 貫 入 試 験



残 尺

残 尺



検 尺

翔

為いい

検 尺



■ 事 名

K  B   M

K  B   M



スクリューウエイト貫入試験

調査写真

全景 1

前面道路 (進入 口)1

KBM確認 1

１

一

全景2

前面道路 (進入 口)2

KBM確認2

管理番号 :202208171



スクリューウエイト貫入試験

調査写真

測点 1

沢J′点2

浪」′煮3

測点 1 フェノール反応あり

測点2 フェノール反応あり

沢!′煮4

Af
測点 1

|

・ '・='4音 ・

瀕」「れ2

瀾」ァ魚4

管理畷尋号 :202208171



P

調査写真
スクリューウエイト貫入試験

測点4 フェノール反応なし

狽J′煮6

浪J′煮7

狽Jッ煮5

測点6 フェノーアレ反応あり

沢J′点8

」

）
Ｉ
Ｐ
士
ｒ
上

一
　

ｒ
，
，

い　
　
・・・≧
゛
拿）け・

軍野

測点4

/

‐カ ー  

「

管理 番́号 :202208171



スクリューウエイト貫入試験

調査写真

狽!′煮9

測点 10

測点 11

測点9 フェノール反応あり

測点 10 フェノール反応あり

測点 11 フェノール反応あり

管理番号 :202208171



スクリューウエイト貫入試験

調査写真

測点 12

測点 13

測点 14

輩

測点12 フェノール反応あり

測点13 フェノール反応あり

測点14 フェノール反応あり

璽

測点 12

~L/     ・

渭」点 13  /    1

白

(|   ヽ

管理番号 :202208171



スクリューウエイト貫入試験

調査写真

測点 15

測点 16

測点 17

測点 15 フェノール反応あり

測点16 フェノール反応あり

ｉ
崩
奪
ヽ

IIIIlilllllti言甘tニュl専I`と ュ ー
                          !'Ilili4iliiilを

を,

管理
‐
番号 1202208171



調査写真
スクリューウエイト貫入試験

南

掘削状況

西東

】ヒ

簡易補修跡

管理番 号 :202208171



調査写真
スクリューウエイト貫入試験

形状確認

管理番号 :202208171


